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筑波大学 データサイエンス・エキスパート・プログラム（DSEP）教育の ミッション

世界の明日をデータで拓くトップ人材を

知の拠点TSUKUBAから社会と共に輩出する

筑波大学MDA教育の特徴

学問分野間で開かれた

分野融合型 専門教育

“つくば”という立地を活かし、企業・研究

機関・自治体などに開かれ、連携した

Project-Based-Learning（PBL）教育

開かれたデータやケース

に基づいた実践的教育

特徴 01 特徴 02 特徴 03
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システム情報工学研究群

の学生だけでなく

全学学生が対象

2021年12月
全国の拠点校11大学の一つに選定

：博士後期

2022年8月
応用基礎レベルス認定
：学士（情報学群）

2023年8月
応用基礎レベルプラス認定
：学士（理工学群）

2021年8月
リテラシーレベルプラス認定
：全学

学士課程から博士後期課程にいたる一貫したMDA教育体制

2023年7月
「高度情報専門人材の確保に向けた機能強
化に係る支援」（ハイレベル枠）に選定

：博士後期・前期、学士
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DSEP/DSEP+に求める５つのコンピテンス

異分野メンバーとの議論をファシリテートし
新たな視点から
問題・アプローチを設定できる力

チームメンバーの能力を引き出し総合し
解決提案をストーリーとしてまとめて行く
マネジメント力およびリーダーシップ

現場を観察し関係者と話し合い

現場に埋もれている知見を言語化し

解決策づくりに

現場の知見・人材・組織を巻き込み

共感を得て行く力

MDA

卓越総合力

MDA

分野融合力

MDA

高度専門力

MDA

実践力

MDA

創出力

データサイエンス・AIを活用した
研究を実現できる高度な専門力

データサイエンス・AIを活用して
これまでにない価値のある問題解決策
を生み出す力



DSEPおよびDSEP+のための５つのコンピテンスと４つの科目群

科目群

コンピテンス

MDA
高度

専門力

MDA
分野

融合力

MDA
創出力

MDA
実践力

MDA
卓越

総合力

1

最先端のDS・AIを活用した研究を実現できるAI技術を習得した人材の育成
1-1 数理応用分野
1-2 データサイエンス分野
1-3 機械学習分野

2
DS・AIを活用した学際的融合研究を実現できるイノベーション創出力の育成
2-1 アントレプレナーシップ演習（企業化やビジネスモデル開発にかかる演習）
2-2 DS・AIコロキウム（プログラム担当教員や履修生間の異分野ゼミナール）

3

アカデミアや産業界を牽引できるDS・A I実践力の育成
3-1 研究型長期インターンシップ（AIトップ企業、研究学園都市の研究機関等）
3-2 長期共同研究参画（教員の共同研究先での研究プロジェクトへの長期参画）
3-3 海外大学、研究機関等への長期研究留学

4
トップ人材の育成
4-1 トップ人材養成のための特別科目

修了認定に必要な コンピテンス・ポイント 6 3 2 1 2

DSEP

DSEP+ 5



企業・自治体等と連携して、実社会の問題にリ
アルデータで取り組むPBL型ワークショップを、
異分野メンバーとデータサイエンティストを交
えてファシリテートし問題解決策の立案をリー
ドする。

2024年度 22名履修中

MDAによる問題解決のリーダーになる

国内外研究者・企業・自治体などによる
MDAの最新の動向に関するオムニバス授業
MDAを活用し、学際的な他分野との融合も
通じて、問題解決やイノベーションを行う
能力を養うことを狙いとする。

2024年度 32名 履修中

MDAの最先端を学ぶ

データサイエンス関連で、国外の研究機関との
共同研究、海外企業でのインターンシップ等を
実施し、世界レベルでの最先端のデータ解析能
力を習得し、様々な知識を融合しながらその能
力を実践できる能力を向上させる。

2024年度 4名 履修中

世界で学ぶ

企業・行政・研究機関等が抱える現実課題
の解決や企業等が有するデータの活用に関
する共同研究またはインターンシップ、あ
るいは教員の共同研究先との共同研究また
はインターンシップを通して、課題解決に
データを活用できる実践的な力を養う。

2024年度 3名 履修中

企業・自治体等の問題に取り組む

DSEP/DSEP+のための新しい科目
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分野融合型

PowerPoint

MDA異分野連携/融合ゼミナール

多様な履修生

システム情報工学
人文社会科学

数理物質科学

人間総合科学 ビジネス科学

生命地球科学

異分野間コラボレーション

情報系の学生に限定せず、

様々な分野の履修生が、数

理・データサイエンス・AI を

活用して分野をまたがる諸課

題を解決できるトップ人材と

なれる人材育成を目指す

特徴 01
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科学技術に関する洞察や異分野融合への理
解を深める等、統合的・集団的思考から新
しいアイディアや視点を得られる機会と
なっています。今後は、異分野との共同研
究を積極的に行い、社会的課題の解決に貢
献したいと考えています。

異分野と自身の研究分野を比較することで、自身の
研究の位置づけを改めて理解することができつつあ
ること、また、他分野では一般に実施されている考
え方、手法などを自身の分野に応用できる可能性を
得つつあることが良かったと思います。

社会実践の力と研究・実装のバランス感
覚を養うためにMDA科目を履修しました。
講義ではデータサイエンスの社会実装に
ついて、専門家の先生方から学びながら、
現場感を味わうことができます。

履修生からの声

デザイン学学位プログラムD2

国際連携持続環境科学専攻 M2
（分野連携ゼミナール履修、DSEP履修予定）

Joining the course allowed me to interact with a
diverse array of students, professors, and
entrepreneurs. This experience significantly enriched
my understanding of data science, unveiling novel
applications and opportunities to leverage these
emerging technologies in enhancing my capabilities.

リスク・レジリエンス工学学位プログラム （社会人学生）

国際日本研究学位プログラム M2
（分野連携ゼミナール履修、DSEP履修予定）

分野融合型

特徴 01
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データ/ケース
バンク

•問題・データの提示
•議論への参加を通した
実践的知見の提供

中川
ヒュー
ム管

DSEP/DSEP＋

履修生

実社会の

データサイエンティスト

•グループテーマ設定
•グループワークの企画・運営
•問題解決策の創出

•議論への参加を通した専
門的・実践的知見の提供

• 問題解決案の提供

つくば
市

共著論文/問題解決ケース

• 分野融合力

• 実践力

• 卓越総合力

関彰
商事理想科

学工業

分野融合型
データ

サイエンティスト
育成

トップ人材養成特別演習：実問題の解決に向けた企業と学生の学び合い

企業等と連携したPBL （ワークショップ）授業特徴 02
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NTT
データ

担当・支援教員



学生

PBL（ワークショップ）授業で目指している4主体の好循環

支援
教員

企業
等

データ
収集
整理

モデル修正
データ分析

の反復

解決提案
の発表

モデル
構築

問題探索
データ収集

データ
分析

データ
サイエンス

PBL

担当
教員

•リアルな問題/データ
•実践知
•議論へのフィードバック

•問題解決アイデア
•職員の学び
•学生勧誘

•リアルな問題/データ
•実践知

•問題解決策の提案
•学術的な議論

•特定分野の
学術知

•リアルな問題/データ
•実践知

•PBL全体の設計・運営
•学術知
•ファシリテーション
•成績評価

•リアルな問題/データ
•実践知
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“Find your way to a solution.”

答えの出し方はひとつではない

データサイエンス
・ケースバンク
・ウェブサイト

問題の本質を見つけ、

問題解決に役立つ方法を導きだすための

情報と教材を企画・制作・集積

データサイエンスの応用場面の検討をサポート

https://casebank.sk-tsukuba.university/

開かれたデータやケースに基づいた実践的教育

筑波大学 データサイエンス・ケースバンク
特徴 03

実践で役立つ課題解決のケースと分析の追体験に資するデータを蓄積し、
データサイエンス・ケースバンクとして学内外に広く公開している。
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• 研究で使用したデータや分析コードを可能な範囲で共有

• 再現性やオープンサイエンスに貢献データバンク特徴 03
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筑波大学MDA教育の活動記録（2023年度）

2023.9.29

2023.10.1

2023.10.2

2023.10.27 2023.11.28

2023.12.21

カリキュラム・履修申請・
学生支援に関する
オリエンテーション

DSEP履修説明会

66社、100人以上企業・団体
延べ530人以上の学生参加

業界研究セミナー2023

全学の博士後期課程を対象
修了認定プログラムとして
履修申請開始 11名履修中

DSEP履修申請開始

豊富な空間情報でビジネスを展
開する企業との対話

－企業と共に研究テーマを探る－

対話セミナー

分野融合型データサイエンス・
AIトップ人材への期待

キックオフシンポジウム

10.21
MDA研究フロンティア第1回

11.18
第2回

2023.11.9

課題共有・企業学生
マッチング

異分野融合型DS育成
プログラム キックオフ会合

課題共有・進捗発表・
議論

異分野融合型DS育成
プログラム 中間発表会

2024.1.18

つくばスマートシティの実現に向けた対話
-つくば市と共に研究テーマを探る-

対話セミナー

12.16
第3回

1.9, 16
第4, 5回
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2024.2.9 2024.3.25

最終成果発表・
評価

異分野融合型DS育成
プログラム 最終発表会

博士後期学生3名

DSEP第一期生
修了認定証 授与

2024.2.20

MDA後期プロジェクト
研究（5件）

MDA後期研究留学（2件）

成果報告会

1.19
第6回



筑波大学MDA教育の活動記録（2024年度）
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2024.4.11 2024.5.23 2024.7.2 2024.12.162024.9.26

カリキュラム・履修申
請・学生支援に関する
オリエンテーション

DSEP履修説明会 トップ人材養成特別演習

キックオフ会合
課題共有・企業学生

マッチング

中間発表会
課題共有・進捗
発表・議論

トップ人材養成特別演習
最終発表会

成果報告発表・
評価

トップ人材養成特別演習
位置情報データ活用のプロ
フェッショナル企業との対話
－企業と共に研究テーマを

探る－

対話セミナー

後期プロジェクト
研究（3件）

後期研究留学（4件）

成果報告会

2025.2.20

2024.7.9 2024.11.27～29

48社の企業・団体
46社、100人以上企業・団体
延べ430人以上の学生参加

業界研究セミナー2024

テレマティクスデータを
もたらすメリットと未来

－企業と共に研究
テーマを探る－

対話セミナー

2024.10.25

データサイエンスが支える
金融ビジネス

－マーケティングと
リスク管理の現場－

企業マッチングイベント

2024.5.21

最終発表会
成果報告・評価

オハイオ州立大学との
学生交流セミナー

10.24
MDA研究フロンティア第1回

11.7, 14
第2, 3回

12.19
第5回

1.9
第6回

12.5
第4回

DSEP履修説明会 10.1



ご清聴ありがとうございました
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